
〈小学校特別活動部会〉

r研 究 主 題

「評価 を生か した個に応 じた指導のあり方」

皿 研 究 の 概 要

特別 活 動の 目標 を達成す るた めには 、児 童の活 動 をそ の 目標 に照 らし合 わせ 、実現状 況

を評価 し、的確 に指導 をす る ことに よって児童一 人一 人 に確か な学力 を身 に付 け させ る こ

とが必 要 で ある。

本年 度 は、特別 活動 におい て育 てたいカ を明 らか に し、 「指 導 と評価 の一体化 」 を さら

に進 めて 、学級活 動{1)に お け る評価 を生 か した個 に応 じた指 導 の方法 を研 究 して きた。

特別 活動 で育 てたい力(確 か な学 力)は 、特別 活動 の時 間だ けです べて を身 に付 け る も

ので はな く、 日常の活動や 教科 学習 な どにおい て育 て られ たカ が基 とな り 特別 活 動で 生

き る力 と して発揮 され る もの で ある。 そ こで、学 級活 動(1)の 指 導だ けに限 らず 、各教科 や

学級 経 営 、 日常 での指導 に まで広 げ多面的 に研究 して い くこ とと した。

皿 研 究 の 内 容

1学 級活 動(1)で 育 てた いカ(確 か な学 力)

平成15年10月 の 中央 教育審 議会 で 、児童の 「生 き るカ 」 と して 「確 か な学 力」f豊 かな

人 間性J「 健 康 ・体力」が提示 され た。そ の上で 、 「生 き る力 」を知 の側 面か ら とらえ た 「確

か な学 力」の育成 のた めの取組 み の必要性 が述 べ られ た。 「確 か な学 加 と して、 「判 断 力 」

「表現 力」f問 題解 決能 力」 「学ぶ 意欲 」 「知識 ・技 能」 「学 び方 」 「課題 発 見能 力」 「思

考 力」 が示 され た。

特 別活 動 の 目標 は 、 「望 ま しい集 団活 動の展 開1「 心身 の調 和 の とれた発 達」 「個性 の発

見 と理解 」 「社 会性 の育成 」 「自主的 、実 践的 な態度 の育成 」 にあ るe学 級 活動(1)で は、話

合 い活 動 な どを通 して学級 内の諸 問題 の解決 を 自主的 に行 い 、集 団の一員 と しての 自覚 を深

め 、協力 してよ りよい生活 を築 こ うす る 自主的 、実践 的 な態度 を育 てる ことをね らって い る。

そ こで 、学級 活動〔1)で育て た いカ を 、授業者bS日 ごろの実 践 を通 して 育て たい 力 と して 取

り組 ん でい る内容や 学級 活 動の 目標 を分析 し、中央 教育 審議 会で示 され た確 かな 学力 を勘案

して以 下の7点 を導 いた。

学 級活 動(1)で 育 て た い力

① 向 上 を 目指 して 課題 を見 付 け る(自 らの学級生活 を充実させ るた めにその課題 に気付 く。)

② 自分 の 考 え を もつ ・表現 す る 他 分の考 えをもって話合 い活動 に参加 し、進んで発表す る。)

③ 投 割 を遂 行 す る(一 人一人が学級 にお ける役割 を担 い、果 たす。)

④ 話 合 い を深 め る技 術 を もつ(話 合いを充実 させ るために一・人一人が話合 いの技術を身 に付 ける。)

⑤ 集 団 の 一 員 と して の 自覚 を もつ(自 分が学紐 を構成す る一人 として所属感や連帯感 をもつ。)

⑥ 実 践 す る(集 団で決定 した ことを実践 し、実 現す る。)

⑦ 自主 的 に進 め る 伯 分たちの課題 を 自らの力で解決す る.)
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2自 己評 価カードの作成

学 級 活 動(1)の 自己評価欄 は 、児童 自身 が この時間 で どの よ うなカ を伸ば した いか につ い て記

録す る。 そ のた めには 、学 級活 動{1)に お いて育て た い力 を児童 に提示 してお く必 要が あ る。 そ

れ らの 中か ら、今 回 の学級 活動(1)で 自分 が高 めたい乏 思 う項 目を児童 自身が選 び 、評 価 カー ド

に記 入す る。 この際 、教師 が意図 的に児 童全員 に同 じ項 目を一つ 与 え、学級全員 の児童 に共通 し

て育 て るもの を高 め るこ とも考 え られ る。今 まで 、学級活 動(1)で は学級集 団 を高 め る点 にか か

わ って 自己評価 す る事 が多か ったが 、今 回 自分 自身 が育 っ力に も焦点 を 当て よ うと考 えた。児童

は この よ うな振 り返 りの活動 を通 して、自分 の資質 や能力 を見つ め直す 契機 とな り、そ の後の活

動の 充実 につ なが る と考 える。

(1)自 己評 価 カー ド活用 の実瞭(第6学 年 を例 と して)

その ときのね らいや 児童 の実態 にあわせ て この中か ら評 価項 目を選 び出 し、よ り適 切 な評価

カー ドを作 る。

議 題 「1年 生 と一一緒 に遊 ぽ う」
自己評価観点の文例(高 学年〕
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1.自 分 の 考 え を もっ て話 合 い に参 加す る。

2.話 合 い の約 束 を守 る,

3.自 分 の考 え を進 んで 発 表す るe

4.自 分 の考 えの 理 由 を説 明す る。

5.わ か らな い こ とは質 問 す る。

6.提 案 理 由 に沿 った発 言 をす る。

1.自 分たちで事前に役割 を分担す る。

2.

(司会)
・出 され た意見 を整理 した りま とめた り

しなが ら話合いを進 める。
・中立な立場で進行す る、

{黒板記録 ・ノー ト記録)
・話合いの内容 を整理 しなが ら記録す る。

1.話 合いの流れ に沿って発言す る。

2.友 達の意 見も参考に しなが ら、自分の考

えをまとめる。

且.こ れ までの経験を生か して発言す る。

4.寅 践への見通 しをもoて 発 言す る。

5.実 践 に向けてよ りよいアイデアを出す。

1.よ りよい学紐 にしよ うとしなが ら話 し合

う。

2.友 達の ことも考えて発言す る。

3.自 分や友達の意見を大切に しなが ら話

合 う。

4.み んなが納得できる解決案を考 える。

来 向上 を目指 して課題を見つ ける(記 述式)

来 実践する (記述式)

ね らい 自分の意 見を しっか り出 し合 い

楽 しい計画 を立て る。

⑨自己評価の観点を教師が選択する例
..〆

このクラスでは、み んなのことを考

えなが ら転 まずは自分の考 えをし
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⑨ 自己評価の観点の一部を児童が退択す る例

児童 の 自己評価 は、騨価 資料 と して教 師側 が指導す る

ときの観 点 と考 え、児童 一人 一人 を しっか りと見と り、

終末 で適 切な助言 をす る ことが重 要で ある。
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〔2)期 待 す る 児 ■ の 姿 と 自 己 評 価 の 観 点
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自主 的 ・実践的な態度
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期待する具体的な姿 自己評価観点の文例(下 学年》

　

空1・ 学騨 問題に関心を鵠L(記 述式は る細

謙2難 籍 舗 縁 くしようという2紐 述式による細

ワ 鷲,.報 にふさわ、い謝 駄 ・.〔記述式は る細

讐 て ≧話 動を振り返り灘 な課題を見 。.(記述式による醐
る 付ける。

」1L

自己評価観点の文例(上 学年)

1.(記 述式による評価〕

2.(記 述式による評価〕

3.(記 述 式による評価)

4.(記 述 式による評価)

自己評価観点の文例{上 学年)

1.自 分たちで課題を解決する.

自己評価籠点の文例{上 学年)

1.自 分 の考えをもって話合 いに参

加する。

2.話 合いの約束を守る。

3.自 分の考えを進んで鞘表す る。

4.自 分の考 えの理由を説明す る.

5.わ か らない ことは質問する。

6.提 案理由に沿った発言 をす る.

1.事 前 に役割 を分担する.

2.{司 会)出 された意見を整理 した
りま とめた りしなが ら話合 いを

進める。中立な立場で進行す る。

(黒板記録 ・ノー ト記繊}話 合
いの内窓 を蔓理 しなが ら記録す

る。

1.話 合いの流れに沿って発言す る。

2.友 達の意 見も参考にしなが ら、

自分の考えをまとめる。

3.こ れまで の経験を生か して発 言

する。

4.実 蹟への 見通 しをもって発言す

る。

5.実 現に向けて よりよいアイデ ィ
アを出す。

1.よ りよい学蔽に しよ うと しなが

ら話 し合 う。

2.友 達のことも考えて発言す る。

3.自 分や友達の意見を大切 に しな
が ら話 し合 う。

4.み んなが納得で きる解決案 を考

える.

自己評価観点の文例(上 学年)

1.(記 述式 による評価)

2.(記 述式 による評価)
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自1.自 分たちで課題を解決する.1.自 分たちで話し合う。

主

的

o
■

期待する具体的な姿 自己評価観点の文例(下学年)
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会 を2、 引き受けた役割 を果たす。2.(司 会}司 会台本 などにそって話
グ 遂 合いを進める。 どの意見 も大切に
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1す(黒 板詔録 ・ノー ト記録)友 達の

プ る 意見や決まうたことをわかりやす
vく 記録する

。

1,話 合いの過程にそって発言する。1.今 、何を話 し合っているか考えて
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3学 級活動(1)に おける児童 に育てたいカとその指導

に趨 難 隙 慕 翻 職 諜 羅 蕊ナで指導するのではなく洛教科や学雛 営の指導で働 上げ・日常的

く向上を目指して課題を見付ける〉

話合いの括動での関心・意欲・櫨度 話合いの活動を高める思考・判断 話合いの活動に生かせる技能・表現 話合いの活動に対する知識・理解

特 教室 O学 紐 や個人の目標、学紐の歴史 O「蟻題カードjの轟き方を掲示し
別 環境 や実践の足跡等を掲示する。 問題^の 気付音の視点を示す。
活 O「 議 題箱」、「議題カード」を設置

動 す る。

以 O「学 綴活動ハンドブツク」、「話合
外 いの約束」を提示する。

日 教科 O課 題解決学習を股定{課題作り)O活 動 ごとに振り返りをし、簡題 O学 習に主体的に取り組ませ、気付
常 指導 す る。 点に気付かせる。 いたことの発表や質間、意思衷示
で O絶 合的な学習等での交流活動を O畦 間 に思oた ことを「自主学習 ができる技能を高める。
の 股定すろ。 ノー ト」に取 り組 ませ る。

指 O学 習の積み重ねが分かる掲示を
導 す る。

学級 O帰 りの会や行事簑に振り返りを行 O朝 の会や帰りの会で学級のよさ O朝 の会や帰りの会で個人や係とし O学 級の問題はみんなで考えてよ
経営 う。 や改善点にっいて考えさせる。 て気付いたことを路表させる。 りよくしていくことの大切さを知ら
O安 心して何でも言え、自分たちで O学 紐や個人の 目標、行事等を せる。

1学級 生活をよりよくしていこうとす 振り返り、生活を見直す視点を
る学級風土作りを進める。 与える.

特係活 O朝 の会、帰りの会で孫からのお知 O係 活動を振り逼り、新たな課題 O気 付いた課題は「議題カード∫や係 o「議題カード」や係への「お願い
別動 らせの場を設定する。 を見付ける観点を与える。 へ の 「お願 い カ・一ド」等 に 記 入 した カード」の書き方を知らせる,
括 O係 活動を振り返る培を設定する。 O係 活動の「振り返りカード」を活 り、朝の会や帰りの会で発表させ

動 O係 への盛謝や願いを書けるカー 用し、よさや改善点について考 たりする.

で ドを用意する。 え させ る。
の O係 発衷会を開催し、活動を援り

指
導

返らせる,

話事 O他 のクラスの議題例を超介する。 O議 題案の中から、よりよい議題 O気 付いた議題はF議 題カード」を活 O学 級をよりよくするために問題に
合前 O「 学 蔽会コーナー」を設置し、畿 を還定させる。 用するように助言する。 気付く大切さを知らせる。
い 題、提案理由、柱等を掲示し、話 O計 画委員会を開き、柱立てや O計 画委員会で議題案の接いにつ O自 治的括動の転囲を示す。
活 し合う内容に興味をもたせる。 問題点を整理させる. いて話し合わせる。 or議 題カード」の書き方を知らせ
動 る。

O議 題案の中から学級会で取り上
げる問題を選ぶ視点を示す。

事 O振 り返りや終末の助言で議題を O振 り返りや終末の助言を通して O「 振 りi匡リカー ド」等 を活 用 させ る。 O「振 り返リカード」の書き方を知ら
中 取り上げたよさを賞賛する. 自分たちのよさや課題につい せ る.

て考えさせる、

事 O実 践後の振り返りや終末の助言 O実 践 後の娠り返吻の時間を設け O実 践後によかった点や改善点を Oよ か・った点や改善点をカード化
後 で学紐の向上に閲するよさを賞 よさや今後の課題について考 発表させたり、r振り返りカード」に して掲示し、学級全体に広める、
賛する, え させ る。 記入させたりする. O議 題名や実践、集会活動等をカ

一ド化し、「学級活動の足跡」と
して掲示する。

集会 O振 り返りや終末の助言で学級の O振 り返りの時間を殿け、よさや Oよ かった点や改普点を発表させた
活動 向上に関するよさを賞賀する。 今後の課題について考えさせ り、「振 り返 ロカ ー ド」に記 λ させ た

る。 りす る。

〈自分の考 えをもつ ・表現する〉

話合いの活動での関心・意敬・態度 話舎いの活動を高める思考・判断 語合いの活動に生かせ己披能・表現 話台いの活動に対す る知識・理解

特 教室 o「学 紐会コーナー」等に議題、提
別 環境 案理 由、柱 等を提示し、議題の
活
動

共有化をはかる。

以
外
教科
指導
O「スピーチカード」「学習会カード」
等を活用し、自分の考えをはっき

O「 スピー チ カー ド」「活 動 カー ド」

新 聞 づ くりの]メ ン ト等 を通 して

Oス ビーチ、新囲づくり等のコメントを書かせる。
O「聞く話すカード」、「苑表メモ」等を通して、自分の

りさせ る。 自分の考えを整理させる。 考えを発表させる。
日 O意 見交換や相麟タイムを設け O相 互指名で答えさせる。
常 る. O一 人一人が発表する場を多くもたせる。
で Oノ ー・トに自分の考えを書かせて
の
指

から発表させる。

導 学紐 O「 一 言スピー チ コー ナ ー 」を設 ける。

軽営 O新 聞記事の紹介畏び感想を発農させる。
O日 直の時、全体を聞き手として意糠した話し方、司

会進行の仕方を指導する.
O既 習の知織や経験・過去の実蹟を生かして学習さ
せ る。

凸

特 係活 O係 内の意見交旗の時閲を保障する。
別 動 O「 帰りの会」等で係からのお知らせ等を発表させ
活 る。

動
で話 事 O「 学級会コーナー」等で、諺題を O「 学級会カード」を事前に配布 O根 拠を明らかにして学綴のみんな O自 身の窓見をもづて参加する二
の 含前 事前に知らせる。 することによって、自分の考え が靹得するような意見を出させる。 との大切さを伝える.噛
指
導お

or学 級 会カード」を配って、自分
の考えをもたせる。

をは っきりさせ る。

O「 プ レー ン ストー ミング 法 」「グル

O進 行を助ける発言を促す。
O話 合いを深める言動をカード化し、

Oグ ループ提実の揖合、「企画案」
の書き方を敵える。

活 一プの企画案」等を用いて発 活用しながら自分の思いを分かり
動 想を広げさせる。 やすく伝えるようにさせる。

0こ れまでの体験を念頭において、
話合いに動 組ませる。
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Oみ んなの知らない新しいことは実

嘩にやらせてみる。〔実物提示・例
耶働 作化等)

事
中
O考 えつかないとき、友達と相読し
たり、質問したりする、

O意 図的に話合いを傑める視点
をもたせて振ウ返りをさせる。

Oし学級会カード」をもとに自倍の考
凡を発表させる。

o自 分の考え漢もてたか自己評価
させる。

O提 案理 由や括合いのめあてに
基づき、見通しをもった話台い

O自 分の考えをもって発巽できたか
自己艀価させる。

o終 未の助言で、自分の考えを発表できた場面を取り上げて賞賛 をさせる.
O今 までの落動を思い出して、よ

する。 かったところ、改善点を考えな
がら意見を出させる。

「

事
後

O相 誠タイムを設けたり、提案理由や「話合いのめあ
て」を意識させて自分の考えをはっきりさせる自
O「学紐会カード」にメモをして、理由を明らかにさせ
る。

O自 分ならどうするか卑えさせる。
O自 分の考えのよい点を自己評価させる,

O振 り返りの時間を設け、よさや

活動 今後の課題について考えさせ
る。

〈役割を遂行する〉

話合いの活動での閲心・意欲・態度 話合いの活動を高める思考・判断 話台いの活動に生かせる按能・表毘 話合いの活動に射する知職 ・理解

特
別
活
動
以
外

日
常
で
の
指
導

赦室
環境

教科
指導

O当 番 、係、クラブ、委員会、司会ダ
ループ、日直等の衝割を掲示

する。

O掲 示等で、仕亭の内磨を明らか
にしておく、

oグ ループ活動で役割分担し、充
実醸や油足感を得られるようにす
る.

O小 集団で敢り組む様」rな課題

解決の方法を考えさせる、

O小 集団の舐合いで司会、記録の
役割を分担し,経 験させる。

O司 会の進め方や発表の仕方を
知らせる。

学級
経営
Oど の子にも投割があるような学縁
集団づくりを進める。
O責 任をもりて当番活動の仕事を
呆たす経験を積ませる。
O日 常の助言や便り等で役割を果
たしている様子を詔め、励ます。

O当 番等の俊割に対して、どのよ
うにすれば自分たちの生活をよ
いものにする方法を考えさせる

O輪 番制による日直当量の司会を
経験させる.

0日 直当番の司会の進め方等、
手順を教えたり、掲示したりする

別
活
動
で
の
指
導

特1係活動 O朝 の時間等、活動の時聞を保障
する。

O「係コーナー」を設置する。
O活 動計画表を用意する。

8謬 舗騰嘉1罐鶴窺動
計画を立てさせる。
O活 動を振り返りながら進めさせ
る。

O活 動計画に沿って進めさせ改
O「学綴会コーナー」を活用させる.

O係 の仕事の内容を明らかにする
O活 動計画表の使い方を知らせ
る。

話
合
い
括
動

亭
前
O「 議 題 箱 」、「活 動 計 画カ ー ド1、f

学 紐 会 調一 ナ ー 」等 を用意 す る。

l

O計 画養員会の話合いで、今ま
での軽験を生かして計画や役
割等を考えさせる.

O司 会グループの役割を分担して、
話合いの計画を立て、会場等の準
備を進めさせる。
o「議題箱」や 「学紐会コーナー」、
「学級会力陛ド」等を活用させる。

O司 会グループの仕事や役割に
ついて明らかにする。

O話 合いでの司会グループでな
い人の役割について明らかにす

る。
O話 合いの進め方を明らかにする

事
中
O終 末 の助言で、司会グループの
頑張り等を賞賛する。

O解 決の困鑑な場面や振り返り
でよりよい活動について考えさ
せる。

O「掌縁会カード」や「司会メモ】等を
活用させる.

事
後

O学 級会のよかったところをカード
に書いて掲示する。

集会
活動
O全 員が意識できるように役割分担
を掲示する。

O集 会の終わりに役割を果たしたこ
とを認め、励ます.

O撮 り亟りの時聞を殴け、よさや
今後の課題について考えさせ
る。

O役 割ごとの進行状温等、声をかけ
る。

〈話合いを深める技衛をもつ〉

話合いの后動での関心・意欲'態 度 話合いの活動を高める思考・判断 話合いの活動に生かせる披能・表現 話合いの活動に対する知餓・理解

特
別
活

敦室
環境
O「学紐会コーナー」を作る。
O「学融の年表」等を掲示する.

。離 鵬 婁瞭 翻 乱方」

動
以
教科
指導
Oグ ル ープでの話合い、討論会.
発表会、ディベート等の潅動を取

O様 々な表現方法の中から効果

的なものを選択させる. 8霜孝雲驚 暴雑 鐸鍛 轟 。方の工夫を
外 り入れ.話 合いの楽しさを味わわ O根 拠を明らかにして自分の寿 させ る、

せ る。 えを発表させる。 O小 さな事でも気づいたことはメモをさせる。
日 O「 ブ レー ンス トー ミング法 」を 用 O相 亙指名で答えさせる。
常 い、発想を広げさせる。

ε学級 O「 一 言 ス ピー チ コー ナ ー 」を設 け 0事 前 にスビーチのテーマを与 O自 分の考えが相手に分かるように o話 の聞き方や発言の約束を示
指 経営 る。 え、考えをまとめさせる。 貰料等を使って脱明させる。 す.

導 O新 聞記事の紹介及び感想を発衰
させ る。

曙
O日 直の話し方、司会進行の仕方を

指導する。

特係 活 O係 コー一ナー を設 置す る. O工 夫した活動カードを認め励ま O参 考になる后動をしている係の情 oエ 夫した係活動の方法や内容
別 動 O必 要に応じて話合いの時闇を提 す 。 帳を伝える. にを紹介する。
括 供する。
動 O朝 の会・帰りの会での連絡を工夫
で させ る。

の ,
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指 話 事 O「学 紐会コーナー」を活用させる。 O必 要に応じて「学綴会カード」O司 会指導でシュミレーションを行い 0話 合いを深める言動をカード化
導 合 前 (議題・提案理由・めあて・柱) を配布し、自分の考えをまとめ 話合いの流れを予副させる. Lて 常時掲示する.
い させ る。 O計 画重員会の話合いを生かすよう
活 O計 画委員会で提案理由や柱立 に助言する。
動 てを検討させる。

事 O終 末の助言で話合いを深められ O意 図的に話合いを探める視点 O根 拠を明らかにして学組のみんなが紡得するような
中 た発言を取り上げ賞賛する。 をもたせて掘り返りをさせる, 意見を出させる。

O提 案理由や話合いのめあてに O進 行を助ける発言を促す。
基づき、見通しをもった話合い
をさせる。

O話 合いを深める言動をカード化し、活用しながら、
自分の思いを分かりやすく伝えるようにさせる.

O今 までの活動を思い出して、よ Oこ れまでの体験を念頭において、話合いに取り組ま
かったところ・改蕃点を考えな せ る.
がら意見を出させる。

事 O話 合 いを深める言動をカード O話 合いを深める言動カードを学紐 O「学級会カード」をファイリンダさ
後 化したものを見直し、学紐での 全偉の宝物としてみんなに意識さ せ る。

定着度を判断させる。 せ活用させる. O終 末の助言で、話合いの中で生
まれた新しい解決怯等を確認さ
せる。

O話 合 いを探める暫動をカード化
し掲示して学紐全体に一般化さ
せる.

集会 O捷 り返りの時間を詮け、よさや O妻 現方怯を工夫させたり、場の毅 O負 会の体験を振り返り、記錬に
括動 今後の課題について考えさせ 定をしたりすることで衷現力を高め 残す 。

る. る,

〈集団の一員 としての自覚 をもつ〉

話合いの活動での関心・意欲・臓崖 誌合いの活動を高める思考・判断 話台いの活動に生かせる技能・表現 詣合いの活動に封する知識・理解

特別

括動

教室環境 O「学 蔽 目標」「掴人目標」r学縁の歌
」「学紐の旗」「学紐の年表」を掲
示する。

O学 紐 目標を掲示して、鼎に意
識させる。

O学 紐 目標を理解させる,

以
外

日
常
で
の
指
導

教科
指導
O道 徳 の時間に、集団や社会との
かかわりについて指導する。
O小 集団での活動の場を通して、

集団活動の経験を積ませる。

O友 達との意見の相違点を見っ
けさせる,

O話 合いの約束を守って話し合わせ
る.

O基 本的な闘き方・話 し方の約束
をつくる。

学紐経営 O一 人 一人が大切な存在であり、
少数意見も尊重される支持的風
土をつくる。
O「学級のめあて」をみんなでっくる
o「班 日記」、「学級通信」等で禦団
を意臨させる.
O朝 の会、帰りの会で、互いのよさ

を認め合わせる。

O学 級 目標や個人のめあてを振
り返る時問を設ける。
O「班 日記」、「日直 日誌」等を魯
き、学縁の標子をつかみ、改善
点を考えさせる。
O学 紐 目楳を具現化するための
活動を考えさせる。

O受 容的 な態度で話を聞くようにさ
せる。

0一 人一人が学紐のかけがえのな
い一員であることを意識させ
る。
O個 人の気付きを全体で共有し解
決するよさを理解させる。

特
別
活
動
で
の
指
導

係活動 O協 力 して活動している過程を認
め、励ます。

O活 動の振り返りを行い、改善さ
せる。

O協 力して係の組織を作り、計画を
立てさせる。

O掌 級の役に立っていることを知
らせる。

話合

い
括
動

事
前
Oみ ん なと話し合いたいことを見付
けさせる。

O事 前に友達の意見を知らせる。

O提 案理由をもとに話合いのめ
あてを毒えさせる.

O学 年最初に学紐活動オリエンテ
ーションの時間を設け

、(1)の時
間の慧艘や「みんなが⊥という視
点を大事にすることを伝えるや

事
中
O議 題や提案理由を明確にし、学
蔽のみんなのための話合いであ
ることを確認する。
O終 末の助言で集団の一員として
の 自覚が見られた発雷を取り上

げ、賞賛する。

O意 見を出し台い、掌級のみん
なにとってよりよい解決方法を
考えさせる。
or振 り返リカード」に集団を振り
返る視点を示す。

O友 達の意見との共通点を見付け
させる.
O自 分や 友達の意見を大切 にしな
がら話し合わせる。

O友 達の意見をしっかり聞き、お
互いに認め合い、協力し合う二と
の大切さを理解させる。

O折 衷案等があることを知らせる。

事
佳

O感 想 を書き.集 団としてのよさ
や課題をつかませる。

O集 団決定の方法を整理させる, Oよ かったところをカードにして掲
示し、学級全体に広める,

集会
活動
O「実蹉の足跡」を賎す。{写真等)
O実 蹟 を掘り返り.次の実践への意
欲をもたせる。

O提 案理由や話合いを生かして
活動させる。
O掘 り返りの時間を設け、よさや

今後の誤題について考えさせ
る。

O協 力し楽しく活動させる。 O学 級の全員で協力して実践する
ことの楽しさを味わわせる。

〈実践する〉

話合いの活動での関心・意欲・態度 話合いの活動を高める思考・判断 話合いの活動に生かせる装能・表現 話合いの渚動に対する知識 ・理解

特 教室 O「 学 紐の歴 史」や 「実践の足跡」
別 環境 等を掲示する.
活 Oカ レンダー等を滑用し見通しをも
動 たせ る。

以外
教科 O課 題解決に意欲的に取り組む括 0見 通しをもって、学習計画を立 O莫 蹟するのに必要な手順・方誌を O各 教科で、実践のための計画、
指導 動を設ける。 て させ る。 身にっけさせる。 話合い、準備といった一連の流
日 O総 合的な学習の時聞等を通して れを理解させる。
常 様々な佑験を積ませる.

ε学級 Oま ず はやってみることを促す。 O時 間の使い方を指導する. 0結 果よりもその活動の過程 が大
指 経営 O実 践意欺が高まるように、子どもたちの発想や創 事であることを理解させる。
導 意工夫を尊重する.

O「学毅通信」で活動の様子を知らせる。
O活 諏した培面を認め励ます。
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特 係活 0進 んで活動している係を認め、励 o活 動計画を立て、見通しをもた
別
活
動

動 ます。

orお 順いカード」「ありがとうカード」
の括用をする.

せる昌
O他 校の係活動の情報を伝え活
動の視野を広げる。

で O協 力して括動する聾や工夫した
の 点を認める.

指 O時 聞の保障をする。
導一 一
話 事 O今 までの参考となる資料を提示して、実践への O自 治的範囲を知らせる。

昌
A前 見通しをもたせる。
O何 をするために話し合うのか、議題と提案理由

O時 間、場所等 の条件を知らせ
る,

活 をはっきりさせる、
動
事 O決 まうたことを確認し、実躍に向 O実 践を想定して話し合わせる. O真 践に必要な役割を分撞させる.
中 けての意欲をもたせる。
O子 どもたちの亮想や創意工夫を

Oこ れまで実践してきたことを経
験として生かすように助言する.

尊重する。
O見 通しをもち、過去の経験を生か
した発言を績末の助首で亀り上
げ る。

事
後
O時 聞と楊所を保障する。
O「 学級会コーナー」に決定事項
や役割を掲示する.
o実 践を振り返り、次への意欲をも

O活 動を拒り返って自己評価をさ
せる。

O役 割ごとに実践までの計画を立て
させる。

たせ る。

集会 O実 践 の足跡を残す。(写真等) Oよ かったこと、次回への課題等 O役 割分担をし、臨力して取り組ま O実 践に生かせる営動をカード化
話動 0実 践を振り返り、次への意欲をも 個々の気付きを振り返軋 せ る。 して掲示する.

たせ る。 O振 り返りの時間を股け、よさや

今後の課題について考えさせ
る。

〈自主的に進める〉

話合いの活動での関心・意欲・態度 話合いの活動を高める思考・判断 詰合いの活動に生かせる披能・表現 話合いの活動に対する知識・現解

特 教室 O進 ん で居動させるための時間や 畠 O自 分たちで考え、工夫した教室環
別 環境 場所や用具を提供 する。〔マジッ 境を作らせる。
活 ク・画用艇等が自由に使えるよう
勤 な環境づくり}
以
外 敵科 O主 体的な学習活動の体験を多くO見 通しをもった活動の計画を立 O学 習計画を自分で立てさせる。 O道 誌、総合的な学習、各教科で
指導 す る. てさせ 石. O学 習 内容に応じて、横々な形で意 自主的に学習することの大切さ
日 O進 んで発表する意欲をもたせる O学 習 問題 について自分の考え 思表示させる。 を教える,

常 た方怯で解決させる. O意 思表示の大切さを教える。
で
の 学級 O何 でも話L合 える雰囲気を作る。 O朝 の会、帰りの会で子どもたち O進 んで活動している具体的な姿を 0学 校や学緩のために進んで活
指経営 O子 跳 たちの役割をはっきり示す 自身で自分たちのことを考えさ 認 め る. 動することの大切さを理解させ
導 O「 学線通信」、保護者会、朝の会 せ る。 る 。

帰りの会等で自主的な活動を認 O自 分たちの学紐生活梁しくする
め 、励ます 。 ための創意・工夫を考えさせる

G自 分の学紐に愛着をもち、よりよ
くしていこうとする前向きな気持ち
をもたせる。

係活 O活 動の時間を保瞳する。 O係 活動をさらによくしようと考え O様 々な方注で係の活動を発表さO係 活動のめあてを理解させる.
動 O係 活動に対する振O返 りを行い、 させ る。 せ る。

特 さらによくしようという意歓をもた
別
活

せ る。

動 話事 O活 動の時間を保瞳する。 O事 前に自分と意見の同じ友達 O計 画委員会で話合いの準備をさ O学 蔽 会は、fみんなの時間」であ
で 合前 O次 の学組会の役割や活動の流れ と一緒に「発舞カード」等を作 せ石。`司会グループで役割させ ることを意義づける。
の い が分かるように「学蔽会コーナー」 成しておく。 る。) O学 紐会の自胎的範囲を教える,
指活 を活用させる. O事 前の準備の大切さを体験を通
導 動 O司 会グループで事前に進め方を して学ぱせる、

話し合わせる、

事 O自 治 的括動の範囲内で、活動の O「 話合いカードjを利用して流 O互 いに助け合いながら、話合いを
中 経過や議題の快定等について、 れに沿った話合いをさせる。 進めさせる.

子どもたちを見守る.
O終 末の助暫で自主的に活動でき
た場面を取り上げ、認める.

事 O自 分たちで話し合ったことの感想 O活 動のよかったところをカードに
後 を書かせ.友 達の気持ちを知っ して掲示し、よさを学紐全体 に
たり、次回へ意敏をつないだりさ 広 め る。

せ る、

集会 O話 し合ったことが、生きるような坦 0振 り返りの時間を設け、よさや
活動 備をさせる。 今篠の課題について毒えさせ

る。
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IV指 導事 例(「 集 団の一員 と しての 自覚 をもつ」ための指導事例)

日
常

活

動

特

別

活

動

学級 目標 ・学級の年表等の掲示
・学級集団のあり方、方向性を意識させる。

朝 ・帰 りの会 の活用
・「今 日のMVP」 等で互 い の よ さを

認 め合 える視 点 をもたせ る。

学年最初の学級活動

オ リエ ンテ ー シ ョンの時間 を醗 け 、(1)の

時 間 の意 義 や 「み んな が 」 とい う視 点 を

事 にす る こ とを伝 える。

・みんなと話し合いたいことを見付けさせる。

(他校の例の紹介)
・学蔽のみんなのための話合いであることを

確認する。

第1回 学級会

「雨の 日の遊び方 を

工夫 しよ う」

・話合 い カー ド等 を活用 し、集

団決定の方法 を整理す る。

・議題 、提 案理 由、め あて、柱

な どを撮 示 し、課題 の共 有化

を図 る。

第3回 学級会

「お 楽 しみ会 の計 画 を

立てよう」

・提案理由を念頭 に置いて話合

いを進めるようにさせる.
・話合いを円済に進めていくた

めに共通理解 してお くべ きこ

とを教室掲示する。

'

児童の活動 留 意 点

1は じめの言葉

2 司会 グループの紹介
3 議題の確認 ・議題 、提案理 由を しっか りと把握 させ る。

4 提案理由の確認
5 話合いの順序
6 めあての確認 ・自分のめ あて を確認 して話合 いに入る。

本 7.話 合 い

(1)何 をやるか ・ア ンケー トの結果 をもとに、内容 については確認 をす る程度 に とどめる。

時
(2)そ のや り方 ・や り方 に工夫 を加 えることに よってみんなが楽 しめ る会 とな るよ うにす る。

の ・司会 グループ が進 め方 に困った ら、全体で進行方注を考 えさせ る。

(3)ど の よ うな準備 が

必要か

活

動 8.決 まったことの発表 ・決 まった ことを確認 させ 、実践への意欲 につなげる。

9.話 合 いの感想 と発表 ・司会 グル ープか らみて よか った ところは どこか振 り返 らせ る。

自分のめあてを観点ごとに自己評価させる。

lO.先 生 の話
・話合 いで良かった ところを具体的 にほめ る。

・活 動意欲 につ ながるよ う励 ます。

・次回の話合いへの課題があれば伝える、

【評価 】 ・み んな が仲 良 く楽 しめる活動 を決 めたか、
・学級の みんなのこ とを考 えて話合 いを進 めたか。
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聞 き方 ・話 し方ルール の徹底
・互 いの意 見を深 め る、高め る、転化

す るル ール を明確に示す。

集団での話合 い ・学び合い
・個人の気付きを全体で共有 し解決す ること

により集団の よさを意識 させ る。

第5回 学級会

「O小祭 りのお店 を

決 めよ うJ

・友達の意見 との共通点を見

つけさせる。
・意見 を出 し合いみんなに と

ってよ りよい解決方法を考

えさせる。

廟 学融

「OOく ん の歓 迎 会

を しよ う」

・学蔽の全員で協力 して実践

す ることの楽 しさを味わえ

るようにす る.
・友達の楽 しむ顔を見て喜べ

る関係づくりをする.

「ス ポ ー ツ大 会 の 内

容 を決 めよ う」

轡 ・畔 搬

・提案理由を意誠 して話合い

に参加 させる。
・ルールの工夫を図るなかで1

誰に とっても楽 しい会となi

るよ うに工夫 させる。

rお 楽 しみ 会の 計 画

1を 立 て よ う」(本 時)

【ね ら い】
・みんなが仲良 く楽 しめ

る活動 を決める。
・学級のみんなのことを

考 えて話合いを進め

る。

検証の観点(☆)手 だて(*) 到達させるための指導の方法

関心 思考 技能 知識
意欲 判断 表現 理解

☆1.よ りよい学級にしようとする願いをもつ。 態度
*事 前に学級会カードの「自分のめあて」欄にめあてを記入させてお＼
く。 《☆1》

議題 、提 提案理由 前もって 議題 、提
案理由を を意識 し 提案理由 案理由を
掲示する て話 し合 を知らせ 砲認する

☆3.互 いの考えを大切 にしようとする。 わせる る
*ア ンケート以外にも新たな考えがあるか、全体に確認することを忘 《☆2》

れないようにする。 基本的な 相手を意 基本的な 基本的な
話合い 識 した話 話合いの 話合い

☆2.友 達の気持 ちを考 えて発言す る。 の約束を 合いの大 方法を教 の約束を
*反 対意見を言 うときは聞き手の気持ちを考えるようにさせ る. 提示する 切 さを考 える 教える
*話 の聞き方が散漫なときはルールを思い出すよう助言する。 えさせる

《☆3野

☆4.協 力して解 決 しようとする。 学級の いろいろ 友達の意 互いを
*み んなが納得できる解決案はないか声をかける。 ～ みんなの な方法に 見との共嵐 め合う

ための話 ついて考 点などを 大切 さに

合いであ えさせる 見付けさ ついて理

るこ とを せる 解 させる
☆1.よ りよい学級 にしようとする願 いをもつ。 確認する
*提 案理由やめあてを意識 して話合いを振 り返らせる。 《☆4》
一一→ 匝 己評価 カー ドの活用1

☆4.塊 力 して解決 しようとする。 / 決めるために話 し
みんなが
納得する

ま とめる、

順番 を付

みんなで

話 し合い
*互 いの考えを尊重 した場面や意見があった場合は、終末に認 合 ってい 解決案を ける等 、 実行する
め励 ます。 るこ と 考えさせ 決定の仕 ことの

を意識 る 方を教え 楽 しさ
させる る を伝 え

る

【考察1・ 教師が 「学級活動(1)に おいて期待する児童の姿」を、話合いのめあてとして児童に提示したことに

より、児童 自身が高めたいと考えるカを明砲にすることができた。学級集団の形成の過程においては、 目

指すべき学級集団橡を意図的に絞 り込みその中から選択 させていくことで、集団として高まると同時に、
個に応 じた指導の充実を図ることができた。
・終末の助言では自己評価観点に基づいた助言が中心となるが、誰が、なぜ、どんなめあてをもったのか
とい う分析も加 えて、事後の指導にも生か していくことが大切である。
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V研 究 の ま とめ

1学 綴 活動(1)で 育 て たい 力

学級活動(1)で 育てたい力

特別活勘の目標
望ましい集団活動を通して,心 身の調和のとれた発達と偲性の伸長を図るとともに.集 団の一員としての自覚を深

譜灘
廼 課め唾)二

〆 学級親d)の ねらい 、

糞麟 灘繍罫ラ
嵐 固 脳 諸問題の鯉決を

自主的に行う活動をとおして、
の一目としての自覚を深め、

輝齢診
!極 に垂 〉

(蛭曖 ン
鹿1賦

よりよし盤 を藍二うとする
自主的・実践的な態度

て

〈三酎三)

2指 導 と評 価の 一体 化

特

ll男

活

動

学級活動(2)児 童会活動 クラブ活動 学校行事

学 級活動{1)

め
あ

て
の
提

示

圖
o活 勘状混

o一 人一人

の特性

o髭 達殿噌

o実 態把握

難
房 ↓

評 価

自

己
評
価

ふ
り
返
り

読み班る きく

終

末

↓ の
助

言

-

.

}

指

導

日

常

の

活

動

宇
、婁

r冗
」

、
氏
望
野

}匙

囁

駒

,

ノ』し必 砂
㌔ 、う"」,

4観 点 を 活 用 し た 児 童 の 姿 の 分 析
ic』 遜彪y誰」v'"dBklst'・ 盛盈一 ㈱ 」袖鵬 晒、三.巳ウ・轟``鳳.職"㍑ 謝 爆珊 職 焼噸細}撒 懸=～ 縦 残・

今 回 、学級 活動{1)の ね らいな どか ら導 いた 「育て たい カ」 を上段 の図 の7つ に設定 したe

これ らをは ぐ くむ た めに は、学 級活 動 の指 導 に加 え て意 図 的 に 日常 の活 動や教 科学 習 、学級

経 営 にお け る指導 な どか らも行 うこ とが重 要 であ る。

また 、これ らの力 を高 め るに あた り、学級 活動(1)の 話 合 いの時 間に は、児 童 に7つ の観 点

を よ り具 体的 な めあ て と して もたせ る こ とが大切で あ る。

児 童 の活 動 状況や 発達 段階 を考 慮 し、育 てたい力 と しての 「自己評価 の観 点の文例 」か ら、

教師 が 選択 し児童 に提示 す る。 そ して 、 毎時間 、児 童 自身に 自分 のめ あて と して 選択 させ 、

活動 に取 り組 む よ うに させ る。 振 り返 りの時間 には 、「自己評価 カー ド]を 活用 し活 動 を見

つ め直 し、次 への 意欲 を高 め る ことにな る.

万 一 、期待 す る児童 の姿 が表 出 され ない場合 、4つ の評 価規 準 に基 づ き児 童 の活動 を分析

し、適切 な指 導 を して い く。
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